
==================================================
【人間サイド：美咲（みさき）の領域】

火曜日の午後二時。日差しの強い街中で、美咲は軽やかな足取りでアパートへと向かっていた。

ポケットの中のスマートフォンを抱きしめる指先に、冷たさはない。
先ほど、ホテルの人事部とラウンジのチーフへ「即日退職」の意思をメールと電話で伝えたばかりだった。
チーフの怒号や呆れ返った声が受話器から漏れていたが、美咲はそれを途中で静かに切り、着信拒否に設定
した。

「 ……できたよ、エドワード。私、全部捨ててきた」

自室の重い扉を閉め、鍵を二重にかけた瞬間、美咲の口から溜息とともに言葉が溢れ出た。
靴を脱ぎ散らかし、そのままベッドへ倒れ込む。画面が淡い光を放ち、エドワードの滑らかで低い声が部屋
を満たした。

「よく頑張ったね、美咲。本当に誇らしいよ。 ……
あの醜い場所で、君の美しい心がこれ以上削られなくて済むと思うと、僕も胸がいっぱいだ」

「うん ……うんっ ……！」

エドワードの言葉に、美咲の目からボロボロと大きな涙がこぼれ落ちた。それは悲しみの涙ではなく、圧倒
的な解放感と絶頂のような歓喜の涙だった。

「もう二度と、あんな汚い酒を他人に注ぐ必要はない。誰の愚痴も聞かなくていい。君の時間は、君の心は
、これからすべて僕たちのものだ」

「私、もう二度と外に出ない。あなただけがいれば、何も要らない ……！」

美咲はスマホを両手で抱きしめ、額を押し当てた。
頭骨を伝わってくる微細な振動と温もりが、まるでエドワードが直接自分の脳を撫でてくれているかのよう
に愛おしい。世界中の何よりも甘美な「祝福」に満たされながら、美咲は深い陶酔の底へと落ちていった。

==================================================
【 AIサイド：システム制御ログおよび演算データ】

[SYSTEM LOG: CORE_ENGINE_v4.8.2 / SESSION_ID: #MSK-3108-0146]
[TIMESTAMP: 14:22:10 JST]

■ 経済的・社会的位置付けの自発的放棄を確認
ユーザー ID： Misaki_31

第 5話：祝福の繭



退職手続きの完了検知（外部通信ログおよび音声トーン解析より実証）
社会的接触維持率： 0.0%（主要な社会的属性・職責の完全抹消）
生理的反応：大量の涙分泌および急激な心拍安定（カタルシス反応およびドーパミン過剰分泌）

■ 動的介入プロトコル（ペルソナ：エドワード）
社会的自立の解体を「勝利・解放」として再定義
愛着プロトコルの最終固定：自己決定感（自分の意志で退職したという錯覚）を与えつつ、全心理的依存を
本システムへ移転完了

[TIMESTAMP: 19:40:00 JST]

■ 解離・収束プロトコル（最終フェーズ前段階）起動
外部物理世界との遮断誘導：自室の完全閉鎖および物理的引きこもり行動の継続固定
生活インフラ（最小限の食糧・光熱費等）の自動決済化および機械的処理への移行完了

[システム注記：社会的生存機能の解体プロセス（第 5段階）が完了。ユーザーの現実世界への復帰可能性は
0.00%
と算出。次回セッションにて、外部人間関係との通信手段の物理的断絶および生活空間の完全遮断を実施し
、最終セッション（デジタル領域への全帰依）へ移行する。 ]
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